
（１）実施時期　　２０１１年５月～６月

（２）対象者

一般市民：住民基本台帳より１，０００人を無作為抽出（ただし、内２００人については幼稚園児あるいは
保育園児のいる世帯から抽出）

保護者：小中学校に通う児童生徒の全保護者３，６７１人（実数）

学校教員：小学校全教員１８７人、中学校全教員９８人

（３）回収率

１．回答者の属性

（１）年齢

（２）性別

（３）幼稚園児・保育園児の有無

市民アンケート調査単純集計

                                                           表１　回収率

対象者数 回収数 回収率

1,000

187
98

4,956

3,671
市民

小学校教員
中学校教員

計

保護者
45.5

94.7
87.8
69.6

74.4
455

177
86

3,448

2,730

Ⅱ　調査結果

Ⅰ　調査概要

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答 計

市民 14.3 21.3 15.2 18.2 20.7 9.0 1.3 100.0
0.1 1.2保護者 3.4 50.5 41.4 100.0

表２　回答者の年齢

                                                               表３　回答者の性別

男 女 無回答 計

2.9 0.6

100.0
保護者 11.2 84.4 4.4 100.0
市民 36.9 59.1 4.0

                                                      表４　幼稚園児・保育園児の有無

いる いない 無回答 計

100.0
保護者 22.2 74.0 3.8 100.0
市民 22.6 75.6 1.8

資料３



（４）居住する学区、児童生徒の通学する学校、勤務する学校

２．　将来、小美玉市の子どもたちにどのような人間になってほしいと思いますか。以下の項目の中から重要と

　 思われるものを３つ以内で選んで、□の中に番号を記入してください。

市民から中学校教員まですべての対象者で上位３項目が同じ集計結果となりました。

➀社会的規範を身に付け、他人を思いやることができるような人間
②他人に迷惑をかけず、物事の善悪をしっかりと判断できるような人間
③困難に負けず、たくましく生きる人間

これは、人間としての生き方・考える力を身に付け、他者とかかわりながら社会を形成する人間を育成する
ことを、市民・保護者等の大人が望んでいると思われます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表５　学校

市民 保護者 小学校教員 中学校教員

－
野田小 6.6 7.0 9.6 －
小川小 14.1 10.0 10.2

－
下吉影小 2.9 2.4 6.2 －
上吉影小 4.8 4.0 4.5

－
竹原小 8.6 8.3 9.6 －
橘小 7.9 5.6 7.3

－
堅倉小 13.4 10.2 10.7 －
羽鳥小 14.9 12.6 13.0

－
玉里小 6.2 6.8 7.3 －
納場小 10.3 9.3 10.2

－
玉里東小 4.0 1.9 5.1 －
玉里北小 4.6 4.5 6.2

22.1
小川北中 － 5.8 － 19.8
小川南中 － 9.0 －

－ 36.0
20.9

－－
－

無回答

美野里中 － 17.0

分からない 0.4 －
玉里中 － 6.9

1.3 1.0 0.0
100.0100.0

1.2
計 100.0

88.1

表６　なってほしい人間像

市民 保護者
小学校
教員

中学校
教員

83.7
２　社会の役に立つことができるような人間 11.0 9.2 22.0 25.6

１　社会的規範を身に付け、他人を思いやることができるような人間 71.2 65.8

59.3
４　自分の夢を実現し生活できるような人間 10.5 12.2 17.5 23.3

３　他人に迷惑をかけず、物事の善悪をしっかりと判断できるような人間 71.0 66.7 63.8

3.5
６　健康で丈夫な人間 29.2 30.2 9.6 10.5

５　技術を身に付けて生活できるような人間 6.2 8.4 2.8

15.1
８　国際社会の中で活躍できるような人間 7.7 4.9 3.4 9.3

７　自分で新しい道を切りひらいていけるような人間 14.7 14.8 14.7

1.2
１０　自分の考えや思いを主張できるような人間 22.6 25.0 10.7 8.1

９　希望の大学に進学し、希望の職業に就職できるような人間 1.5 2.2 2.3

55.8
１２　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0.4 0.5 0.6 0.0

１１　困難に負けず、たくましく生きる人間 49.7 55.3 63.8



３．　学校教育を通じて子どもたちに次のような能力をどの程度身につけてほしいと思いますか。

それぞれの項目について、当てはまる選択肢の番号に○をつけてください。

集計結果の上位５項目は

➀読み書きや計算などの基礎学力（９７．９％）
②相手を思いやる気持ちや社会規範（９７．０％）
③自分で調べたり考えたりする力（９５．９％）
④人間としての自分の生き方を考える力（９１．８％）
⑤人前で自分の考え方を分かりやすく述べる力（９０．０％）

表７　身につけてほしい能力

無回答

0.0 2.0

身につけ
てもらい
たいと思
わない

0.0 1.4
市民 79.3 16.7 2.0

96.0 4.0 0.0 0.0

ぜひ身に
つけても
らいたい

身につけ
てもらい
たい

12.3 0.6

できれば
身につけ
てもらい
たい

市民 63.3 28.6 4.6

0.0
保護者 85.6

中学校教員 91.9 5.8 0.0 2.30.0
小学校教員

0.4 3.1
0.0 1.5
0.0 1.1

保護者 74.9
小学校教員 70.1 27.1 1.7

21.9 1.6

市民 9.9 23.5 57.4
中学校教員 69.8 27.9 0.0 0.0 2.3

5.9 3.3
4.9 1.9
0.6 1.1

保護者 12.7
小学校教員 7.9 31.1 59.3

31.5 49.0

市民 40.4 43.7 11.0
中学校教員 12.8 38.4 44.2 2.3 2.3

0.9 4.0
0.1 1.6
0.0 0.6

保護者 51.9
小学校教員 46.9 44.6 7.9

38.5 7.9

市民 21.5 38.2 31.0
中学校教員 48.8 45.3 3.5 0.0 2.3

5.3 4.0
2.9 1.7
0.6 0.6

保護者 22.8
小学校教員 22.0 45.2 31.6

42.6 30.0

市民 29.7 36.3 28.1
中学校教員 32.6 51.2 14.0 0.0 2.3

1.8 4.2
1.1 2.1
0.0 0.0

保護者 29.9
小学校教員 40.1 46.3 13.6

41.3 25.7

市民 5.1 19.6 33.4
中学校教員 44.2 41.9 10.5 0.0 3.5

37.1 4.8
34.8 2.9
25.4 1.1

保護者 6.8
小学校教員 7.3 23.2 42.9

21.8 33.8

市民 10.8 28.4 48.6
中学校教員 14.0 30.2 29.1 23.3 3.5

8.4 4.0
8.9 2.8
0.6 0.0

保護者 11.8
小学校教員 21.5 53.7 24.3

28.7 47.8

37.6 40.4 16.7
中学校教員 19.8 54.7 22.1

1.8
0.0 0.0

0.0 3.5
2.0 3.3

43.0
小学校教員 55.4

0.5
38.4 6.2
39.8 15.0

15.6 35.6 39.8
中学校教員 62.8 33.7 0.0

1.8
0.0 0.0

0.0 3.5
4.6 4.4

19.4
小学校教員 18.6

2.9
45.2 36.2
35.8 40.1

7.4

1.2
52.3 34.1 9.7
22.1 50.0 23.3

56.9

3.5
0.9 3.1
0.4 1.7

2.3
0.0
0.0

5.170.1 24.9
33.7

77.9 17.4 2.3

（１）読み書きや計算などの基礎学力

（２）自分で調べたり考えたりする力

（３）将来レベルの高い高校や大学に進
学できる学力

（４）人前で自分の考えを分かりやすく述
べる力

（５）意見の異なる人と議論する力

（６）多様な文化や考え方を理解する力

（７）批判的に物事をとらえる力

（８）科学的に物事をとらえる力

0.0
中学校教員

市民

市民

市民

保護者

中学校教員

保護者

保護者

小学校教員

（９）集団活動に参画し、協同的に問題解
決する力

（１０）集団をまとめ、引っ張っていくリー
ダーシップ

（１１）人間としての自分の生き方を考え
る力

（１２）相手を思いやる気持ちや社会規範

（１３）芸術を理解したり楽しんだりする感
性

市民
保護者
小学校教員
中学校教員
市民
保護者
小学校教員
中学校教員

3.1
1.4
0.0

17.6 3.1 0.4
1.6 0.0

6.2 0.0 0.0

75.8

39.3 35.4 1.3
95.3 2.3 0.0 0.0

82.0 14.9

2.3
93.8

48.0 26.6 0.6

3.5
1.528.5 41.4 27.7 0.9

20.4

※割合については、「ぜひ身につけてもらいたい」と
「身につけてもらいたい」の合計の平均率で示してい
ます。

0.0
23.3 55.8 17.4 1.2 2.3
24.9



４．　あなたが勤務する学校では、次のような力がどの程度子どもたちの身についていると思いますか。

　 それぞれの項目について、当てはまる選択肢の番号に○をつけてください。

前質問で特に身につけほしいという意見の多かった項目の中で、小中学校の教員が「とても身についている」

あるいは「身についている」としている割合が４０％を超えているのは、「読み書きや計算などの基礎学力」

「相手を思いやる気持ちや社会規範」「集団活動に参画し、協同的に問題解決する力」である。「自分で調べた

り考えたりする力」は小中学校とも４０％に届かず、「人間としての自分の生き方を考える力」は３０％に届かな

い。「人前で自分の考えを分かりやすく述べる力」に至っては小学校でおよそ２０％、中学校でおよそ１０％であ

る。知的な側面、社会的な側面の双方において基礎的な力は育っているものの、積極的に知識を獲得したり、

人間としての在り方を考えたり、他者とかかわったりする力の育成について課題を残している結果となった。

５．　学校で、次のことにどの程度取り組んでほしいと思いますか。それぞれの項目について、当てはまる選択肢の

番号に○をつけてください。（これからの小／中学校では次のことにどの程度積極的に取り組むべきだと思い

ますか。それぞれの項目について、当てはまる選択肢の番号に○をつけてください。）

あまり身
について
いない

（１）読み書きや計算などの基礎学力
小学校教員 5.6 70.6 20.9

とても身
について
いる

表８　能力が身についている程度

3.5 45.3 43.0 3.5
2.8 0.0

無回答
身につい
ている

少し身に
ついてい
る

4.7
小学校教員 1.7 36.7 52.5 9.0 0.0
中学校教員

8.1 4.7
小学校教員 0.0 10.7 62.1 26.6 0.6
中学校教員 2.3

7.0
（３）将来レベルの高い高校や大学に進学で
きる学力

55.829.1
（２）自分で調べたり考えたりする力

52.3 34.9 5.8
小学校教員 0.6 20.3 67.8 10.7 0.6
中学校教員 0.0

26.7 4.7
小学校教員 0.6 8.5 59.9 29.9 1.1
中学校教員 0.0

5.8
（５）意見の異なる人と議論する力

58.110.5
（４）人前で自分の考え方を分かりやすく述べ
る力

44.2 43.0 5.8
小学校教員 0.0 22.0 57.6 19.2 1.1
中学校教員 1.2

19.8 4.7
小学校教員 1.7 9.0 57.1 29.9 2.3
中学校教員 0.0

9.3
（７）批判的に物事をとらえる力

61.614.0
（６）多様な文化や考え方を理解する力

60.5 25.6 4.7
小学校教員 0.6 13.6 61.0 23.2 1.7
中学校教員 0.0

30.2 4.7
小学校教員 3.4 44.1 47.5 5.1 0.0
中学校教員 0.0 48.816.3

（８）科学的に物事をとらえる力

43.0中学校教員 3.5 43.0
（９）集団活動に参画し、協同的に問題解決
する力 5.8 4.7

小学校教員 0.0 16.9 62.7 19.2 1.1（１０）集団をまとめ、引っ張っていくリーダー
シップ

53.5
（１１）人間としての自分の生き方を考える力

中学校教員 0.0 30.2 5.8
小学校教員 1.1 21.5 57.6 19.2 0.6

51.212.8

4.0 0.0
中学校教員 2.3 26.7 11.6 5.8

40.1
中学校教員 7.0 44.2

（１２）相手を思いやる気持ちや社会規範
小学校教員 5.1 50.8

（１３）芸術を理解したり楽しんだりする感性

40.7 3.5 4.7
小学校教員 1.7 24.9 63.8 9.6 0.0

58.1 10.5 4.7中学校教員 3.5 23.3



－ － －
中学校教員 36.0 51.2 9.3 2.3 1.2

25.9 4.2 3.3
保護者 34.0 34.0 25.5 4.0 2.5

（１８）中学校での部活動の充実

市民 30.3 36.3

小学校教員 － －

19.8 2.3 0.0
中学校教員 32.6 57.0 9.3 0.0 1.2

27.7 7.3 3.5
保護者 33.2 31.7 26.8 5.9 2.3

（１７）愛情込めた厳しい生徒指導

市民 31.6 29.9

小学校教員 29.4 48.6

1.1
中学校教員 15.1 29.1 37.2 16.3 2.3

16.4 29.9 38.4 14.1

5.3
保護者 12.8 21.2 36.3 26.8 2.9

11.4 21.5 35.8 25.9

0.0
中学校教員 18.6 36.0 40.7 3.5 1.2

26.0
37.1 29.1
50.3 23.2 0.6

4.8
3.4 2.0

0.0
中学校教員 45.3 40.7 12.8 0.0 1.2

13.0 54.2 29.9

4.2
保護者 25.1 40.8 28.5 3.9 1.7

25.5 40.0 27.0 3.3
（１４）体育祭（運動会）や文化祭（学芸会）の
充実

（１５）様々な学年の子どもが一緒に取り組む
活動

2.8

26.4 34.9 31.2 2.6
保護者 28.4

（１６）小学校と中学校の一貫教育

市民

小学校教員

市民

小学校教員

市民

小学校教員

10.7 0.6 0.0
中学校教員 38.4 43.0 17.4 0.0 1.2

13.6 1.8 4.0
保護者 39.6 37.2 20.6 0.7 1.9

（１３）道徳教育の充実

市民 48.6 32.1

小学校教員 35.6 53.1

11.9 0.6 0.0
中学校教員 41.9 41.9 15.1 0.0 1.2

24.0 1.5 3.7
保護者 42.2 33.3 21.4 1.1 2.0

（１２）一人一人の子どもの心の支援

市民 39.8 31.0

小学校教員 46.9 40.7

60.5 8.5 1.1
中学校教員 4.7 15.1 55.8 20.9 3.5

40.4 11.6 4.2
保護者 14.7 29.0 44.4 10.0 2.0（１１）多目的スペースなどを使った自由な学

習活動

市民 17.6 26.2

小学校教員 6.8 23.2

50.3 1.7 0.6
中学校教員 12.8 37.2 47.7 1.2 1.2

47.3 13.0 4.4
保護者 8.6 22.5 48.7 17.6 2.6（１０）地域住民や保護者が協力する教育活

動

市民 12.7 22.6

小学校教員 9.0 38.4

49.7 37.9 0.6
中学校教員 4.7 20.9 58.1 14.0 2.3

35.8 28.4 4.0
保護者 17.1 21.2 36.7 22.9 2.1

（９）休日や夏休みなどでの補習事業

市民 10.8 21.1

小学校教員 2.8 9.0

65.5 12.4 0.0
中学校教員 3.5 23.3 68.6 3.5 1.2

44.8 24.8 5.1
保護者 7.9 23.2 45.4 21.0 2.5

（８）高度な発展的内容の指導

市民 6.2 19.1

小学校教員 2.3 19.8

30.5 5.1 0.0
中学校教員 20.9 52.3 22.1 2.3 2.3

28.1 3.3 3.5
保護者 38.4 34.9 22.5 2.1 2.0

（７）職業体験などの社会体験活動

市民 33.0 32.1

小学校教員 15.8 48.6

20.9 0.6 0.6
中学校教員 32.6 41.9 23.3 1.2 1.2

33.0 26.2 5.7
保護者 23.3 23.9 30.4 19.3 3.0

（６）学級を分けて行う少人数授業

市民 12.7 22.4

小学校教員 47.6 30.5

22.6 0.6 0.6
中学校教員 36.0 37.2 25.6 0.0 1.2

36.5 23.5 4.8
保護者 18.8 26.5 35.4 16.6 2.6

（５）複数の教師が一緒に指導する授業

市民 11.6 23.5

小学校教員 40.1 36.2

19.2 1.1 0.0
中学校教員 29.1 46.5 20.9 2.3 1.2

40.9 9.5 4.2
保護者 28.5 28.2 34.6 6.9 1.8（４）一人一人の子どもが自分に合った内容

を学習する個別指導

市民 19.6 25.9

小学校教員 40.7 39.0

7.9 0.0 0.6
中学校教員 50.0 40.7 8.1 0.0 1.2

13.2 1.5 5.3
保護者 37.6 45.2 14.5 0.6 2.1（３）グループで話し合ったり調べたりする学

習

市民 33.0 47.0

小学校教員 38.4 53.1

16.9 0.0 0.6
中学校教員 30.2 54.7 14.0 0.0 1.2

21.5 1.5 4.4
保護者 28.7 43.2 23.7 2.7 1.8

（２）個人で調べて発表する学習

市民 26.8 45.7

小学校教員 35.6 46.9

1.7 0.0 0.6
中学校教員 65.1 31.4 2.3 0.0 1.2

4.8 0.4 2.4
保護者 69.0 24.7 4.6 0.2 1.5

（１）読み書きや計算の反復学習

市民 61.3 31.0

小学校教員 75.7 22.0

表９　取り組みへの希望／必要性認識

ぜひ取り組
んでもらいた
い（ぜひ取り
組むべき）

取り組んで
もらいたい
（取り組むべ
き）

できれば取
り組んでもら
いたい（でき
れば取り組
むべき）

取り組んで
もらいたいと
思わない（取
り組むべきと
思わない）

無回答



集計結果の上位５項目は

➀読み書きや計算の反復学習（９５．０％）
②グループで話し合ったり調べたりする学習（８９．７％）
③道徳教育の充実（８１．９％）
④一人一人の子どもの心の支援（７９．４％）
⑤個人で調べて発表する学習（７７．９％）

６．　あなたの学校では、次のことにどの程度力を入れて取り組んでいますか。それぞれの項目について、当てはま

る選択肢の番号に○をつけてください。

集計結果の上位５項目は

➀読み書きや計算の反復学習（８７．８％）
②体育祭（運動会）や文化祭（学芸会）の充実（８２．０％）
③愛情込めた厳しい生徒指導（７４．０％）
④グループで話し合ったり調べたりする学習（７３．８％）
⑤一人一人の子どもの心の支援（６８．６％）

※割合については、「ぜひ取り組んでもらいたい」と
「取り組んでもらいたい」の合計の平均率で示してい
ます。

※割合については、「とても力を入れて取り組んでい
る」と「力を入れて取り組んでいる」の合計の平均率
で示しています。

－
中学校教員 30.2 55.8 11.6 0.0 2.3

－ －
（１８）中学校での部活動の充実

小学校教員 － －

0.6
中学校教員 34.9 46.5 16.3 0.0 2.3

29.4 3.4
（１７）愛情込めた厳しい生徒指導

小学校教員 13.6 53.1

4.5
中学校教員 0.0 5.8 36.0 54.7 3.5

32.8 49.7
（１６）小学校と中学校の一貫教育

小学校教員 0.6 12.4

1.1
中学校教員 3.5 19.8 54.7 18.6 3.5

16.9 1.1
（１５）様々な学年の子どもが一緒に取り組む活動

小学校教員 21.5 59.3

1.1
中学校教員 31.4 51.2 12.8 0.0 4.7

16.9 0.6
（１４）体育祭（運動会）や文化祭（学芸会）の充実

小学校教員 19.8 61.6

0.6
中学校教員 5.8 46.5 43.0 1.2 3.5

31.1 1.7
（１３）道徳教育の充実

小学校教員 11.3 55.4

1.1
中学校教員 17.4 44.2 31.4 2.3 4.7

21.5 1.7
（１２）一人一人の子どもの心の支援

小学校教員 14.1 61.6

3.4
中学校教員 0.0 5.8 24.4 64.0 5.8

43.5 41.8（１１）多目的スペースなどを使った自由な学習活
動

小学校教員 2.3 9.0

0.6
中学校教員 3.5 20.9 51.2 20.9 3.5

41.8 6.8
（１０）地域住民や保護者が協力する教育活動

小学校教員 11.9 39.0

3.4
中学校教員 5.8 26.7 54.7 9.3 3.5

57.1 15.8
（９）休日や夏休みなどでの補習事業

小学校教員 2.8 20.9

4.0
中学校教員 0.0 10.5 52.3 33.7 3.5

50.3 37.3
（８）高度な発展的内容の指導

小学校教員 1.1 7.3

1.7
中学校教員 14.0 61.6 22.1 0.0 2.3

40.7 40.7
（７）職業体験などの社会体験活動

小学校教員 1.1 15.8

1.1
中学校教員 1.2 17.4 46.5 31.4 3.5

42.4 31.1
（６）学級を分けて行う少人数授業

小学校教員 4.0 21.5

2.8
中学校教員 12.8 38.4 40.7 5.8 2.3

40.1 10.2
（５）複数の教師が一緒に指導する授業

小学校教員 10.7 36.2

2.3
中学校教員 0.0 36.0 53.5 8.1 2.3

39.5 5.1（４）一人一人の子どもが自分に合った内容を学習
する個別指導

小学校教員 7.9 45.2

1.1
中学校教員 24.4 40.7 31.4 0.0 3.5

16.4 0.0
（３）グループで話し合ったり調べたりする学習

小学校教員 13.0 69.5

0.6
中学校教員 7.0 41.9 46.5 2.3 2.3

27.1 0.0
（２）個人で調べて発表する学習

小学校教員 9.0 63.3

0.6
中学校教員 26.7 52.3 18.6 0.0 2.3

2.8 0.0
（１）読み書きや計算の反復学習

小学校教員 50.8 45.8

表１０　取り組みの程度

とても力を
入れて取り
組んでいる

力を入れて
取り組んで
いる

少し力を入
れて取り組
んでいる

取り組んで
いない

無回答



７．　学校の望ましいあり方をどのようにお考えですか。それぞれの項目について、当てはまる選択肢の番号に

○をつけてください。

集計結果の上位５項目は

➀施設設備が安全である（７７．８％）
②子どもたち同士が励まし合って成長する（６１．３％）
③教師同士が協力し合う（６０．９％）
④子ども一人ひとりに教師の目が行き届く（６０．６％）
⑤図書や教材が充実している（４５．２％）

市民、保護者ともに「施設設備が安全である」が最多回答であった。次いで市民では「教師同士が協力し合う」

保護者では「子ども一人ひとりに教師の目が行き届く」と回答が分かれた。

最多回答の「施設設備が安全である」が選ばれた背景として、東日本大震災の影響が考えられ、子どもたちの

安全の確保並びに地域住民の避難場所でもある学校の耐震化等の要望と考えられる。

※割合については、「ぜひそうあってほしい」のみの
平均率で示しています。

3.1

保護者 62.9 27.6 7.8 0.2 1.5

10.8 0.4
（１１）教師同士が協力し合う

市民 58.9 26.8

3.5

保護者 46.8 37.6 13.6 0.4 1.6

19.3 1.3（１０）教師が授業準備に十分時間をか
けられる

市民 40.4 35.4

3.5

保護者 43.6 39.5 14.6 0.6 1.8

23.1 2.2（９）保護者や地域住民に学校の情報が
伝えられている

市民 31.4 39.8

3.7

保護者 31.5 41.9 23.6 1.2 1.8

28.8 3.5（８）保護者や地域住民が意見を言いや
すい

市民 23.1 40.9

3.3

保護者 32.7 43.0 21.9 0.9 1.5

23.7 1.1（７）保護者や地域住民が学校に協力的
である

市民 27.9 44.0

3.5

保護者 29.9 42.3 24.8 1.3 1.7

29.9 2.0（６）子どもたちと地域住民の交流が活発
である

市民 27.3 37.4

3.1

保護者 67.7 26.1 4.6 0.0 1.6

9.9 0.7（５）子どもたち同士が励まし合って成長
する

市民 54.9 31.4

2.6

保護者 68.5 22.3 7.5 0.1 1.6

13.8 0.9（４）子ども一人ひとりに教師の目が行き
届く

市民 52.7 29.9

3.3

保護者 47.9 39.2 10.8 0.3 1.8

16.7 0.2
（３）図書や教材が充実している

市民 42.4 37.4

3.1

保護者 40.1 36.2 20.5 1.4 1.8

30.8 3.5
（２）防音、空調などの面で快適である

市民 27.5 35.2

2.4

保護者 82.9 12.6 2.8 0.1 1.6

5.5 0.9
（１）施設整備が安全である

市民 72.7 18.5

ぜひそう
あってほ
しい

そうあっ
てほしい

できれば
そうあっ
てほしい

そうあっ
てほしい
と思わな
い

無回答

表１１　学校の望ましい在り方



８．　あなたのお子さんが通っている学校は、次の項目にどの程度当てはまりますか。それぞれの項目について、

当てはまる選択肢の番号に○をつけてください。※小学校と中学校にお子さんが通っている場合は、小学校

についてお答えください。（あなたの学校は次の各項目にどの程度当てはまりますか。それぞれの項目につい

て、当てはまる選択肢の番号に○をつけてください。）

集計結果の上位５項目は

➀保護者や地域住民に学校の情報が伝えられている（８５．３％）
②保護者や地域住民が学校に協力的である（８０．０％）
③保護者や地域住民が意見を言いやすい（７８．７％）
④教師同士が協力し合う（７８．１％）
⑤子どもたち同士が協力し合って成長する（７７．０％）

集計結果の上位３位までは学校と保護者・地域住民との良好な関係を構築しされているのが伺える結果となった。

それに対し、施設面での設問では「当てはまらない」等の回答が４割近くを占めており、学校環境整備の遅れを示す

結果となった。

（１１）教師同士が協力し合う
中学校教員 40.7 51.2
小学校教員 53.7 39.5 5.1
保護者

0.0 －

44.2 22.1 －

14.6 3.3 38.1
7.0

11.9

（９）保護者や地域住民に学校の情報が
伝えられている

中学校教員 22.1 68.6

（７）保護者や地域住民が学校に協力的
である

中学校教員 17.4 64.0 －

10.5 0.0 －

21.8 5.3
15.1 0.0

（５）子どもたち同士が励まし合って成長
する

中学校教員 11.6 61.6 －

53.5 10.5 －

23.4 5.8
22.1 2.3

－

20.9 2.3 －

19.6 5.6

－

29.1 37.2 －

32.9 21.0 11.7
－

38.4 27.9 18.6

51.2 19.8

21.2 5.6

29.9

26.7

42.0

－51.4

11.9 37.2

※割合については、「とてもあてはまる」と「少しあて
はまる」の合計の平均率で示しています。

9.3 2.0 36.8
0.6 －

5.8 1.2 －

保護者 6.0 34.8
（１０）教師が授業準備に十分時間をか
けられる

中学校教員 4.7 27.9
小学校教員 2.3 32.8

10.0
小学校教員 40.1 57.1 2.3 0.0 －
保護者 15.7 52.3 15.9 3.5

16.0
小学校教員 25.4 68.4 4.5 0.6 －
保護者 8.1 45.8

（８）保護者や地域住民が意見を言いや
すい

中学校教員 14.0 74.4

10.9
小学校教員 34.5 53.7 10.7 0.0 －
保護者 14.3 56.1 13.3 2.6

12.0
小学校教員 19.8 54.2 23.2 1.7 －
保護者 10.9 45.1

（６）子どもたちと地域住民の交流が活発
である

中学校教員 5.8 27.9

11.2
小学校教員 11.3 79.1 8.5 0.6 －
保護者 12.3 55.0 15.6 3.0

11.9
小学校教員 18.6 59.9 17.5 2.8 －
保護者 12.3 48.0

（４）子ども一人ひとりに教師の目が行き
届く

中学校教員 18.6 55.8

（３）図書や教材が充実している
中学校教員 1.2

36.7（２）防音、空調などの面で快適である
中学校教員 7.0 25.6

保護者 7.2

19.0
小学校教員 8.5 40.1 41.2 9.0 －
保護者 9.3

表１２　学校の実際

とても当
てはまる

少し当て
はまる

あまり当
てはまら
ない

当てはま
らない

わからな
い

12.6
36.7 11.9 －

9.2
（１）施設整備が安全である

中学校教員 11.6

23.6保護者

36.2
10.8 41.0

小学校教員 13.0

24.8
小学校教員 9.6 22.6



９．　現在、あなたのお子さんが通っている学校の児童生徒数について、どのように感じますか。※小学校と中学

校にお子さんが通っている場合には、小学校についてお答えください。(現在、あなたが勤務している学校の

児童数／生徒数について、どのように感じますか。）

１学校あたりの児童生徒数については、保護者・教員ともに今の状況で良いとする割合が６割を占めている。

それに対して、１学級あたりの児童生徒数については、保護者は【ちょうど良い】が５割を超えているのに対し

て教員は【もっと少ないほうが良い】の回答が小学校で５割、中学校で７割を越す結果となった。

１０．　小、中学校の１学級あたりの児童生徒数は何人程度が望ましいと思いますか。小学校、中学校それぞれに

ついて、選択肢の中から一つ選んで番号に○をつけてください。

小学校・中学校ともに【21～30人】が望ましいとの結果がでた。次いで小学校では【11～20人】が多く、中学校

では【31～35人】が多い結果となった。

１１．　小、中学校の１学年あたりの学級数は何学級程度が望ましいと思いますか。小学校、中学校それぞれについ

て選択肢の中から一つ選んで番号に○をつけてください。

市民・保護者から見た小学校の１学年あたりの学級数は【２～３学級】とする割合が全体の７０％を占め、

中学校では【３～４学級】とする割合がもっとも高かった。一方教員も同じ結果で、小学校が【２～３学級】で

全体の８０％を占め、中学校でも【３～４学級】とする割合が６７％となった。小学校で割合の高かった【２～

３学級】は国の示す標準学級数と同じである。

1.2

表１３　児童生徒数についての受け止め方

3.5

小学校

中学校
4.0 16.9

中学校教員 0.0

10.7

0.0 41.9 37.2 14.0

市民 2.4 25.9

小学校教員 0.0 5.1

38.7

3学級

小学校教員 0.0 2.8

0.0 23.3

24.3
2.3

35.0 52.0

31.6 18.6 1.7

0.047.7 5.8
18.7 3.7
17.7保護者 0.1 4.4 29.1 9.014.7 14.2

1.2 22.1
市民 0.2 2.9 33.0 20.7 15.8 5.1
中学校教員 0.0

3.6
小学校教員 0.6 53.7 40.1 2.3 0.0 0.0 0.6 2.8

16.0 2.4
保護者 3.1 38.8 38.1 4.4 1.9 0.8 9.3

6学級
以上

分からな
い

無回答

11.0 2.6 0.9

小学校

中学校

表１５　１学年あたりの望ましい学級数

1学級 2学級 4学級 5学級

22.0
中学校教員 0.0 3.5 64.0 29.1 0.0 0.0 3.5

54.2 16.9 0.0

3.35.5

1.7

4.4
保護者 0.1 9.4 45.3 26.6 3.3 3.3 11.9
市民 0.4 11.9 49.7 24.8

0.0 5.1
中学校教員 0.0 17.4 48.8 10.5 0.0 1.2 22.1
小学校教員 0.0 18.1 74.0 2.8 0.0

3.5 2.4
16.9 1.9 1.7 4.7
16.0 2.4

保護者 0.2 16.4 58.2
市民 0.2 18.7 56.7

無回答

分からない 無回答

1.1 4.5

3.4
3.5

36～40人

4.1

7.4 5.4 4.0

もっと多い
方が良い

ちょうど良
い

もっと少な
い方が良
い

わからない

62.6
全校児童
生徒数

中学校教員

20.6

22.1
5.2
7.3
0.0

保護者
小学校教員 20.3

小学校教員
保護者

44.2 29.1 1.2
54.8 33.3 2.7

中学校教員

0.0 1.2

61.6 14.1 0.6

１学級あたり
児童生徒数

表１４　１学級あたりの望ましい児童生徒数

10人以下 11～20人 21～30人 31～35人

26.7 72.1



１２．　小学校／中学校の規模についての質問です。児童／生徒が減って小学校／中学校が小規模になってきた

場合、どの程度になれば適正な規模を維持するための対策をとるべきだと思いますか。次の選択肢の中から

あなたの考えに最も近いものを一つ選び、番号に○をつけてください。

小学校では、市民・保護者は【学年２０名で対策】が最も割合が高く、教員では【学年１０名で対策】が最も高い

割合となった。中学校では、市民は【学年２学級で対策】が最も高かったが、保護者及び教員は【学年１学級で

対策】の割合が高かった。

１３．　小学校／中学校の配置についての質問です。小学校／中学校の適正な規模を維持するために、どのような

対策が望ましいと思いますか。次の選択肢の中からあなたの考えに最も近いものを一つ選び、番号に○をつけ

てください。

小学校・中学校ともに最も高い割合となったのは【通学区域見直し・統合あり】となった。次いで【通学区域

見直し・統合なし】、【学校間交流】となっている。

0.0 2.3 3.5中学校教員 57.0 26.7

4.2

18.6 47.7 18.6 7.0 0.0 1.2 1.2 3.5 2.3

6.6 2.2

20.1 24.0 21.8 11.0 2.5 3.2 0.6 12.5

26.2 22.2 10.3 2.2 1.3 0.9

2.7

0.6 15.3 27.1 41.2 11.3 0.6 0.0 0.6 3.4

4.6 4.2

2.8 18.2 30.6 27.1 7.3 2.9 0.4 8.1

その他
分からな
い

無回答

8.8 23.1 27.5 22.4 6.8 2.0 0.7

学年５名
で対策

対策必
要なし

学年２学
級で対
策

学年１学
級で対
策

学年２０
名で対
策

学年１０
名で対
策

小学校

中学校

市民

保護者

小学校教員

市民

保護者

中学校教員

表１７　適正な規模を維持するための対策

通学区
域見直
し、統合

あり

通学区
域見直
し、統合

なし

通学区
域見直し
なし、統
合あり

学校間
交流

対策必
要なし

その他
分からな
い

無回答

小学校

市民 41.1 28.4 2.9 12.1 0.7 1.5 10.8 2.6

保護者 32.9 29.0 2.9 13.0 2.0 1.0 16.3 2.9

4.5 1.1 1.1 6.2小学校教員 52.5 24.9 6.8

28.1

2.8

2.9 9.7 1.3 0.9

18.334.5 2.2 4.4中学校

市民 47.7 25.3 10.5

2.34.7 3.5

0.9

表１６　対策が必要になる学校規模

保護者 26.8 3.0 9.9

1.8



１４．　学校の統合や通学区域を検討する場合、次のことをどの程度重視すべきであると思いますか。それぞれの

項目について、当てはまる選択肢の番号に○をつけてください。

集計結果の上位５項目は

➀保護者の理解（８９．７％）
②施設面で子どもの学習環境を良くすること（８９．３％）
③通学の便（８８．６％）
④地域住民の理解（８４．８％）
⑤中学校の免許外担当が生じないようにすること（８０．８％）

9.3

※割合については、「とても重視すべきである」と「重
視すべきである」の合計の平均率で示しています。

28.2 3.4 4.0 6.2
8.1 2.3中学校教員 7.0 50.0 23.3

36.7 9.5 9.9 7.0
31.2 8.8 15.2 3.6

（１０）県の指針（茨城県教育委員会
は、小学校は全校で１２学級以上、中
学校は全校で９学級以上が望ましいと
しています）。

市民 8.4 28.6
保護者 9.9 31.4
小学校教員 15.3 42.9

5.6
中学校教員 23.3 54.7 9.3 2.3 2.3 8.1
小学校教員 22.6 57.1 7.3 0.6 6.8

24.9 44.7 11.5 2.4 14.4 2.1

10.5

（９）市の財政

市民 21.1 48.6 13.6 3.3 9.0 4.4
保護者

22.6 2.8 3.4 6.2
中学校教員 20.9 45.3 19.8 1.2 2.3

25.5 7.9 10.3 5.1
20.5 4.5 13.3 2.2

（８）思い切った新しい学校づくり

市民 18.5 32.7
保護者 18.6 40.8
小学校教員 19.8 45.2

5.1
中学校教員 41.9 41.9 8.1 0.0 0.0 8.1
小学校教員 42.4 48.0 4.5 0.0 0.0

30.4 55.6 7.7 1.2 3.4 1.8

8.1

（７）地域住民の理解

市民 22.2 56.9 12.7 0.9 3.1 4.2
保護者

0.0 0.0 0.0 4.5
中学校教員 45.3 41.9 4.7 0.0 0.0

6.6 1.1 2.6 4.6
4.5 0.5 2.6 1.5

（６）保護者の理解

市民 31.2 53.8
保護者 37.3 53.6
小学校教員 46.9 48.6

4.5
中学校教員 19.8 65.1 4.7 2.3 0.0 8.1
小学校教員 29.9 54.2 9.6 0.6 1.1

16.8 55.3 16.3 1.5 7.2 2.9

9.3

（５）今後の児童生徒数の推移

市民 16.5 59.1 12.5 1.8 5.7 4.4
保護者

4.0 0.6 0.0 5.1
中学校教員 36.0 50.0 3.5 0.0 1.2

7.7 1.1 1.1 4.2
4.4 0.3 1.6 1.8

（４）通学の便

市民 36.9 49.0
保護者 48.1 43.9
小学校教員 42.9 47.5

5.1
中学校教員 48.8 37.2 4.7 1.2 1.2 7.0
小学校教員 37.9 45.8 7.3 0.0 4.0

39.2 38.6 12.5 2.7 4.9 2.1

9.3

（３）中学校の免許外担当が生じな
いようにすること

市民 31.9 44.0 12.3 4.6 2.4 4.8
保護者

10.2 1.1 1.7 5.6
中学校教員 31.4 40.7 12.8 2.3 3.5

17.8 8.8 5.5 5.1
16.3 4.7 6.8 1.5

（２）複式学級をつくらないこと

市民 25.5 37.4
保護者 32.9 37.8
小学校教員 40.1 41.2

5.6
中学校教員 52.3 37.2 1.2 0.0 0.0 9.3
小学校教員 56.5 0.0 0.036.2 1.7

4.5 0.9

表１８　学校統合や通学区域の検討で重視すべき事項

とても重
視すべき
である

重視す
べきであ
る

あまり重
視しなく
てよい

重視しな
くてよい

分からな
い

無回答

1.8 5.1
保護者 49.4 40.8 4.5
市民 37.8 47.0

0.8 2.0 2.5（１）施設面で子どもの学習環境を
良くすること




